
第３５回 下呂市上下水道運営委員会 

 

日時:令和６年１１月２２日(金)午後１時 30 分～ 

場所:いで湯の里 ふれあいセンター ３階会議室 

１・開 会 

 

 

２・委員長あいさつ 

 

 

３・協議事項 

 【下水道使用料金改定について】 

   ・ 令和５年度下呂市下水道事業収支状況と今後の収支予測について・・1P～3P 

・ 用途別水量度数分布表の現状分析について・・・・・・・・・・・・4P 

・ 温泉法に規定する温泉を営業用として下水道に流す宿泊施設について 5P 

 

 

  ４・質疑応答 

   

 

  ５・次回の上下水道運営委員会の開催日程について・・・・・・・・・・・・6P 

     令和  年  月  日 

 

 

  ６・閉 会 



●令和５年度下呂市の下水道事業収支(現状) 単位:百万円(税抜)

収入

支出

●令和５年度下呂市の料金改定後の下水道事業収入(想定)

収入

使用料金 一般会計からの繰入金

企業債

国庫補助金他

施設維持管理費 企業債元金償還金

企業債支払利息

建設改良費他

503 934

19

1,928

534 1,124 149 121

1,928

使用料金 一般会計からの繰入金

国庫補助金他

503 934

19

1,928

222

赤字

8

464

赤字

242

企業債 8

赤字一般会計からの繰入金
企業債

内部留保資金

126 333 5

赤字

126 5116

企業債一般会計からの繰入金

内部留保資金
- 1 -



令和1６年に50％改定後の試算

-8 億円

-4 億円

0 億円
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20 億円

24 億円

R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24

下水道事業会計収支予定(現状維持の場合)

下水道料金収入 一般会計負担（基準内）
一般会計負担（基準外） 当年度収支

0 億円

1 億円

2 億円

3 億円

4 億円

5 億円

6 億円

R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24

資金残高
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令和1６年に50％改定後の試算

-8 億円

-4 億円

0 億円
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8 億円
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20 億円

24 億円

R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24

下水道事業会計収支予定(料金改定した場合)

下水道料金収入 一般会計負担（基準内）
一般会計負担（基準外） 当年度収支

0 億円

1 億円

2 億円

3 億円

4 億円

5 億円

6 億円

R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24

資金残高

料金改定

料金改定
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使用水量( ) 家事専用 学校等 旅館等 官公署 病院 飲食店等 事業所等 工場用 合計(件) 割合(%)
0〜10 3,049 32.0 1,300
11〜20 2,761 29.0 1,500
21〜30 1,910 20.1 2,000
31〜40 927 9.7 2,500
41〜50 421 4.4 3,100
51〜60 164 1.7 3,600
61〜70 86 0.9 4,200
71〜80 42 0.4 4,600
81〜90 18 0.2 5,100
91〜100 20 0.2 5,700
101〜300 67 0.7 9,700
301〜500 5 2 5 1 1 2 2 18 0.2 17,800

501〜1,000 1 8 1 3 2 1 16 0.2 17,800
1,001〜1,500 3 1 1 1 6 0.1 17,800
1,501〜2,000 1 1 1 3 0.0 18,000
2,001〜3,000 1 1 2 0.0 17,500
3,001〜4,000 1 1 2 0.0 17,500
4,001〜5,000 1 1 0.0 18,000
5,001〜10,000 1 1 0.0 18,000
10,001〜20,000 1 1 0.0 18,000

合 計 6 2 22 2 3 4 6 5 9,515 100

【現状】
 ・使用水量0〜30 の件数は、7,720件で全体の81.1%の割合でありまた、0〜300 は、9,398件で全体の99.5%の割合である。
 ・301 以上の対象件数は、50件で全体の0.5%となりその内、44%の割合が旅館等となっている。
 ・改定後では、全体で約18,500千円/月、年間では、222,000千円の増収が見込まれる。

用途別水量度数分布表(令和6年10月調定分)現状分析

超
過
料
金

(

 
当
り

)

195円

改定後における一人当負担増額見込
(月/円 税抜き)

143円
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温泉法に規定する温泉を営業用として下水道に流す宿泊施設について

【現状】
・施設数:２８施設(内、１施設については、井戸水併用のため特殊計算による算出)

・下水道使用料金算定方法:入湯人員に係数を乗じて使用水量を設定し、下記の料金表
 により下水道使用料金を算出している。

料金表

算定例(現行)

単価のみを改定する。

算定例(改訂後)

1,000 0.95 950
下水道使用料金(円、税抜き)

3,000+(300−10)×195+(950-300)*143= 152,500

下水道使用料金(円、税抜き)
1,715+(950−10)×143= 136,135

入湯人員 係数 使用水量

入湯人員 係数 使用水量
1,000 0.95 950

基本水量( ) 基本料金(円、税抜き) 超過料金(円/ 、税抜き)
10 1,715 143
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日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28

令和７年１月

令和７年２月

議会初日
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